
平成21年度事務事業評価表 担当 内線等

①総合計画、市長マニフェストでの位置付け (該当しない事業については記入不要です。)

施策名

②事務事業の内容

③成果指標

④事業の概要

福利厚生事業

消防本部　総務課 99-3003

成果指標①

市長マニフェスト

対象(受益者)

保持・確保することによって手　　段

基本目標、施策に対する貢献度

事務事業名

１，１１６千円

２４０千円４０千円

５，８７６千円

５９千円

項　　目

６，３１１千円

平成22年度計画平成20年度実績

２，２０２千円

１０４　人

仮眠用寝具
賃借料

１，０６６千円

成果指標②

職員装備費（被
服貸与品）

４，９９８千円

成果指標名

成果指標の
説明

成果、目標

消防職員の安全及び健康を

① ②

職員一人当たり福利厚生費職員一人当たり被服貸与品費

被服貸与品費 / 職員数

任務に対する使命と責任を自覚し、安全の確保と士気高揚を図る。

基本目標

市長マニフェストの執行状況 －

消防・救急

２点　施策の達成にある程度効果があった

３．健康で安心して暮らせるまちづくり

－

事業費 / 職員数　

９９千円

平成20年度決算（実績）

５５千円４８千円

６６千円

１０７　人 １１４　人

７７千円

平成22年度予算（計画）

諸経費

指標の推移

職員数

平成21年度実績

５５千円

平成21年度決算（実績）
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⑤事業にかかる人工 （単位：人）

Ｈ20
人工計

0.40人
次長
課長級

0.05人 補佐級 0.10人 係長級 0.05人 一般職 0.20人 非常勤 再任用

Ｈ21
人工計

0.50人
次長
課長級

0.05人 補佐級 0.10人 係長級 0.05人 一般職 0.30人 非常勤 再任用

⑥事業費 ※決算書、予算書に記載のある事業は決算書等の事業費を記載してください。（単位：千円）

事業費

人件費

合計

特定財源

一般財源

⑦事業の仕分け

説明

⑧必要性

⑨効率性

⑩総合評価

⑪改善点、問題点等

必要性

10,4929,133

Ｂ　市が実施するのが望ましい

財源
内訳

9,133

職員の健康管理と士気高揚を図るため、必要不可欠である。Ａ　現行どおり市が実施

0

今後の改善計
画

・消防職員の被服貸与方法を平成１５年度から点数制を導入し、貸与品の見直しを行っ
た。
・東部出張所に自動販売機（飲み物）の設置。
・Ｃ型肝炎及び結核菌検査の廃止。

防火服の更新及び仕様の変更について、消防職員委員会に意見の提出がなされ実施に向
けて現在検討中である。

被服貸与品の点数及び規格等の貸与計画の見直しを行う。

現在の課題、
問題点

過去の改善点

人件費
を含む
事業費

2,970

0

項　　目 平成20年度実績 平成21年度実績 平成22年度計画

8,7537,032

10,492

6,163

3,460

総合評価 Ｂ 事業の進め方に改善の余地がある

効率性 Ｂ　投入された予算、人工にほぼ見合った成果をあげている
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